
１ ２ 月 定 例 会 . . . . . . . . . . 2P
各常任委員会の主な内容 . . . . . 2P～4P
審 議 結 果 表 . . . . . . . . . . 5P
一　　般　　質　　問 . . . 6P～10P
総務建設委員会 市内視察 . . . . . . . . 11P
文教厚生委員会 市内視察 . . . . . . . . 11P
有田市議会基本条例を制定しました！ . . . 12P

～主な内容～～主な内容～

“見せちゃってよ 子供たちにも”
第8 4号

2024年2月1日発行

「令和６年有田市はたちのつどい」 対象者240名



2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています 市議会だより

＊ 1 2 月 定 例 会 ＊＊ 1 2 月 定 例 会 ＊＊ 1 2 月 定 例 会 ＊
12月定例会は、１日から21日までの21日間で行われました。
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予算決算委員会
（議案調査）

委員長報告・質疑・
討論・議案審議

【総務建設委員会】
（12月14日）
議案第60号　有田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
 ※人事院の給与勧告に基づき、一般職の給与改定をしようとするもの
 【改正の主な内容】　初任給及び給料月額の引き上げをする。（令和５年４月から）
 　　　　　　　　　一時金の支給率の改定をする。
 　　　　　　　　　一般職員　（年間4.4月　→　4.5月　0.1月分引き上げ）
 　　　　　　　　　再任用職員（年間2.3月　→　2.35月 0.05月分引き上げ）
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第61号　有田市特別職給与条例の一部を改正する条例
 ※一般職の給与改定に準じ、期末手当の支給率を改定しようとするもの
 【改正の主な内容】　特別職の一時金の支給率の改定（年間4.3月　→　4.4月　0.1月引き上げ）
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第62号　有田市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
 ※一般職の給与改定に準じ、期末手当の支給率を改定しようとするもの
 【改正の主な内容】　市議会議員の一時金の支給率の改定（年間4.3月　→　4.4月　0.1月引き上げ）
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第63号　有田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
 ※人事院の給与勧告に基づき、一般職の任期付職員の給与改定をしようとするもの
 【改正の主な内容】　給料月額の改定をする。（令和５年４月から）
 　　　　　　　　　一般職の任期付職員の一時金の支給率の改定（年間3.3月　→　3.4月　0.1月引き上げ）
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第64号　有田市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
 ※一般職の給与改定に準じ、期末手当の支給率を改定しようとするもの
 【改正の主な内容】　会計年度任用職員の一時金の支給率の改定（年間2.5月　→　2.6月　0.1月引き上げ）
 採決：異議なし（　可　決　）

各常任委員会の主な内容各常任委員会の主な内容

令和5年有田市議会12月定例会日程令和5年有田市議会12月定例会日程



3 市議会だより 政治家が病気見舞を出すことは禁止されています

議案第67号　有田市漁業集落排水事業の設置等に関する条例
 ※有田市漁業集落排水事業の設置等に関し必要な事項を定め、地方公営企業法の財務規定等を適用
 　するため、本条例を制定しようとするもの
 【制定の主な内容】　これまで有田市特別会計条例に基づき設置していた有田市漁業集落排水事業
 　　　　　　　　　について、地方公営企業法の一部を適用し、公営企業会計を採用
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第72号　工事請負契約の変更について
 ※保田保育所改築工事請負契約の一部を変更するため、地方自治法第96条第１項第５号の規定に
 　より議会の議決を求めるもの
 　変更契約金額：　　８億　 ４１０万円（消費税込）
 　変更による増加額：　　１,７６０万円
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第76号　和歌山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び和歌山県市町村総合
　　　　　　 事務組合規約の変更について
 ※上大中清掃施設組合が令和６年３月31日をもって解散するのに伴い、同日付けで和歌山県市町
 　村総合事務組合を脱退したい旨の通知があったため、和歌山県市町村総合事務組合規約を変更
 採決：異議なし（　可　決　）

【文教厚生委員会】
（12月15日）
議案第65号　有田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
 【改正理由】　地方税法施行令等の一部改正に伴い、所要の改正をしようとするもの
 【改正の主な内容】　世帯に出産する予定又は出産した被保険者がいる場合、出産月の前月（多胎
 　　　　　　　　　妊娠の場合は３か月前）から出産月の翌々月までの期間に係る国民健康保険
 　　　　　　　　　税の所得割額及び均等割額を免除
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第66号　有田市立学校運動場夜間照明施設条例の一部を改正する条例
 【改正理由】　学校運動場夜間照明施設の名称等の変更に伴い、所要の改正をしようとするもの
 【改正の主な内容】　学校運動場夜間照明施設名称の改正　(箕島中学校 → 有和中学校）
 　　　　　　　　　使用料の改定（全面 4,930円　→　全面 5,500円、1/2面 2,750円）
 　　　　　　　　　※1/2面は箕島中学校の全面に相当
 採決：異議なし（　可　決　）

【予算決算委員会】
（12月18日）
議案第68号　令和５年度有田市一般会計補正予算（第５号）
 補正予算額　６億１,５２８万６千円を増額

※人事院勧告に基づく給与改定等による人件費の更正のほか、令和４年度国庫負担金等の精算に
よる国県への返還金、制度改正に伴うシステム改修費、今後の基金活用のための積立金、国際
交流事業等を追加するとともに、歳入における普通交付税額の確定に伴う追加や基金繰入金、
また、翌年度以降にわたるものについて債務負担行為をそれぞれ設定し、地方債補正について
は限度額を変更

【主な事業】
１．人件費の更正
＜人事院の給与勧告に基づく補正＞
・特別職（市長・副市長・教育長）：期末手当の支給率　年間4.30月　→　4.40月（+0.10月）＋23万9千円
・一般職：平均0.3％給与月額改定（初任給及び給料月額引上げ）＋962万2千円
　期末手当の支給率　年間2.40月　→　2.45月（+0.05月）＋652万3千円
　勤勉手当の支給率　年間2.00月　→　2.05月（+0.05月）＋576万8千円
＜人事異動等に伴う更正による補正＞
・一般職：給料 ＋1,057万9千円
　職員手当 ＋1億5,520万4千円（うち退職手当の増 ＋1億5,412万4千円）



4政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています 市議会だより

＜一般職の給与改定に準じる補正＞
・会計年度任用職員：報酬 ＋965万8千円
　期末手当の支給率　年間2.50月　→　2.60月（+0.10月）＋282万6千円
２．基金積立事業　３億円
　今後の計画的な基金の活用を見込み、公共施設整備基金積立金を補正
３．教育振興事業　万博国際交流プログラム事業委託料　４６３万４千円
2025年の大阪・関西万博を契機に万博参加国と有田市が国際交流を継続的に推進していくため
の委託事業で、前回の国際博覧会訪問以降、関係性を築いたアラブ首長国連邦は脱炭素やクリー
ンエネルギーへの転換期にあり、本市の状況とも親和性が高いことから、今後は子どもたちに
エネルギー等を通した新たな学びの機会を創出し、国際感覚を涵養するなどの取組を展開。
◆主な債務負担行為の追加

 採決：異議あり（賛成多数で可決）

議案第69号　国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 
 補正予算額　６３７万５千円を増額
 【主な事業】　人件費の更正、過年度返還金の補正
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第70号　介護保険特別会計補正予算（第１号）
 補正予算額　１億４,９９７万円を増額
 【主な事業】　人件費の更正、基金への積立金、一般会計繰出金及び令和４年度返還金の補正等
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第71号　後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
 補正予算額　２,３３２万５千円を増額
 【主な事業】　人件費の更正、一般会計繰出金及び広域連合負担金の補正
 採決：異議なし（　可　決　）

議案第75号　令和５年度有田市一般会計補正予算（第６号）
 補正予算額　３億６,２５０万円を増額

※令和５年11月29日に令和５年度補正予算が国会において成立したことに伴い、国からの物価高
騰対策重点支援地方創生臨時交付金・低所得世帯支援枠による低所得世帯への給付金支援や、
社会資本整備総合交付金を活用した街路整備事業費を追加補正。

【主な事業】
１．物価高騰支援臨時給付金給付事業　２億５,２５０万円
エネルギー・食料品価格等の物価高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所
得世帯（住民税均等割が非課税等の世帯）を対象に、１世帯あたり７万円を給付
物価高騰支援臨時給付金（3,500世帯）　２億4,500万円
給付に係る事務費　750万円
２．街路整備事業　１億１,０００万円
国の令和５年度補正予算に伴う社会資本整備総合交付金を活用した事業として、都市計画街路・
内川港線整備事業費を補正
内川港線道路整備工事費　500万円　　用地購入費　1,750万円　　物件補償費　8,750円

 採決：異議なし（　可　決　）

※各議案に対する各委員会での質疑応答内容につきましては、市議会ホームページの
委員会議事録をご覧ください。

事　項 期　間 限度額

窓 口 業 務 委 託 料
令和６年度
令和７年度
令和８年度

3,467万円
3,310万円
3,310万円

旧文成中学校校舎等
改修工事費　　　　

令和６年度 5,500万円

説　　　明

市役所市民課窓口を利用される方への証明
書交付や届出受付などの窓口対応業務委託
を令和６年４月から導入するため、今年度
中に事業者を選定

令和６年８月に宮原小学校移転を円滑に行
うため、今年度中に一部の改修工事事業者
を選定



5 市議会だより 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています

令和５年12月定例会審議結果表令和５年12月定例会審議結果表

議案第60号
議案第61号
議案第62号
議案第63号
議案第64号
議案第65号
議案第66号
議案第67号
議案第68号
議案第69号
議案第70号
議案第71号
議案第72号
議案第73号
議案第74号
議案第75号
議案第76号
諮問第 3 号
諮問第 4 号
発議第 5 号
－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－

可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
可　決
同　意
同　意
可　決
可　決
異議なし
異議なし
可　決
指名推選
可　決

議案番号 件              名 議決年月日 可　否

5.12.21
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

有田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
有田市特別職給与条例の一部を改正する条例
有田市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
有田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例
有田市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
有田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
有田市立学校運動場夜間照明施設条例の一部を改正する条例
有田市漁業集落排水事業の設置等に関する条例
令和５年度有田市一般会計補正予算（第５号）
令和５年度有田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和５年度有田市介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和５年度有田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
工事請負契約の変更について
教育委員会の委員の任命について
教育委員会の委員の任命について
令和５年度有田市一般会計補正予算（第６号）
和歌山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び和歌山県市町村総合事務組合規約の変更について
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
有田市議会基本条例
選挙管理委員会委員及び補充員の選挙
議員派遣の件について

○賛成　×反対

令和５年12月13日

＊議長は賛否に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。
＊詳細については、各議員におたずね下さい。
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令和５年12月定例会 賛否の分かれた議案令和５年12月定例会 賛否の分かれた議案

令和５年12月定例会議案質疑通告一覧表令和５年12月定例会議案質疑通告一覧表

有
志
会

小 西 敬 民
【日本共産党】

議案第68号　令和５年度有田市一般会計補正予算（第５号）

第２表　債務負担行為補正　窓口業務委託料について
　（１）窓口業務の民間委託導入にあたり、その目的と効果について
　（２）市民課　窓口職員について

中西登志明
【政　有　会】

議案第67号　有田市漁業集落排水事業の設置等に関する条例

地方公営企業法の財務規定を適用することについて
　地方公営企業法の財務規定を適用することが今なのか、適用の目的をお尋ねします。

成 川 　 満
【政　有　会】

議案第66号　有田市立学校運動場夜間照明施設条例の一部を改正する条例

施設の目的と使用料について
　施設設置の目的・建設費・使用料の算定根拠・年間予定管理経費・運動場の面積



6政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています 市議会だより

令和5年12月定例会　一般質問通告一覧表 令和5年12月12日

一般質問・
議案質疑の
動画がご覧
になれます。

一 般 質 問「市民の声を議会に！」

氏名【会派名】 発　　言　　の　　要　　旨順位

2 小　西　敬　民
【日本共産党】

１．国保運営方針の件
　　（１）県下統一の工程について
　　（２）将来の税負担の上昇を平準化するとは
　　（３）納付金ベースの統一とは
　　（４）国保基金８億の使い道について
２．給食費（幼児を含む）無償化について
３．高齢者アンケート結果について
４．橋梁点検、道路整備点検は市民目線で
　　（１）港産業道路国道４２号への取り付け
　　（２）有田東大橋の劣化対策について
　　（３）国道４８０号と宮原跨線橋交差点の安全対策について

4 川　島　　　強
【無　所　属】

１．高山川の増設ポンプについて
　　（１）着工予定並びに完成予定について
２．高山川の歩道フェンスの修繕について
３．有和中学校の防災教育について
　　（１）グラウンドに防災ベンチ（かまど）の設置について
　　（２）年１回の生徒への防災教育について

１．不登校対策について
　　（１）ＣＯＣＯＬＯプラン推進について
　　　　①不登校の保護者支援として保護者会の設置について
　　　　②校内教育支援センターの設置について
　　　　③不登校の生徒の高校進学を支援することについて
　　（２）「起立性調節障害」についての理解と支援の充実について

3
岡　田　行　弘
【公　明　党】
〔一 問 一 答〕

6 中　西　登志明
【政　有　会】

１．有和中学校開校準備について
　　（１）通学路整備の進捗状況
　　　　①国道・県道・市道の整備状況
　　　　②交通安全対策の整備状況
　　（２）通学方法の進捗状況
　　　　①各地区の状況

１．国道４２号有田海南道路について
　　（１）道路の整備状況
　　（２）有田川の景観保全
　　（３）都市計画マスタープラン
２．浸水対策について
　　（１）災害対策の現状
　　（２）災害復旧事業の進捗
３．世界農業遺産について
　　（１）経過、内容、意義
　　（２）今後の予定

5 成　川　　　満
【政　有　会】

堀　川　　　明
【友和クラブ】
〔一 問 一 答〕

7

１．令和５年６月２日　水害被害に対する処理（対応）状況について
　　（１）山地・箕島高校付近
２．現在、計画、進行中の大規模事業の進捗状況について
　　（１）健康スポーツ公園、保田保育所、清掃センター、新市立病院、
　　　　　宮原小学校跡地事業
３．次期市長選について
　　（１）望月市長の出馬の意向を問う

１．インフルエンザ予防接種の助成について
　　（１）マリー・ユーの拡充
２．防災教育について
　　（１）生徒らによる生徒への防災教育の実施
　　（２）危険予知訓練（ＫＹＴ）の必要性

1 花　野　仁　志
【有　志　会】

一ノ瀬　敦　子
【有　志　会】
〔一 問 一 答〕

8
１．人権教育について
　　（１）教師の資質向上を
２．箕島駅にピアノ設置を



7 市議会だより 政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています

１
．
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
に
つ
い
て

　　
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
負
担

軽
減
及
び
重
症
化
並
び
に
感
染
拡
大

を
防
止
し
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図

る
意
味
か
ら
も
、
有
田
市
と
し
て
助

成
を
お
こ
な
う
こ
と
を
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　　
任
意
接
種
で
あ
る
子
ど
も
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
対
す
る

助
成
は
実
施
を
見
合
わ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

⑴
マ
リ
ー
・
ユ
ー
の
拡
充
に
つ
い
て

　　
是
非
と
も
保
護
者
に
任
意
接
種

の
ご
理
解
を
し
た
判
断
で
、
お
子
さ

ん
へ
の
接
種
時
の
補
助
金
制
度
を
策

定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　　（
市
長
）
定
期
接
種
化
さ
れ
た
も

の
の
み
公
費
負
担
を
す
る
べ
き
と
の

判
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、

国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

２
．
防
災
教
育
に
つ
い
て

⑴
生
徒
ら
に
よ
る
生
徒
へ
の
防
災
教

育
の
実
施
に
つ
い
て

　　
有
和
中
学
校
で
の
防
災
教
育
に

お
い
て
、
上
級
生
に
よ
る
下
級
生
へ

の
防
災
教
育
、
避
難
訓
練
の
実
施
で

あ
り
ま
す
。
今
後
の
防
災
教
育
、
避

難
訓
練
を
生
徒
ら
が
主
体
と
な
り
構

築
し
て
い
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

　　
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
、
行

動
す
る
力
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑵
危
険
予
知
訓
練
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
の
必

要
性

　　
本
当
に
安
全
な
の
か
を
咄
嗟
に

判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
有

田
市
の
小
中
の
学
校
教
育
の
場
に
も

「
学
校
　Ｋ
Ｙ
Ｔ
」
を
取
り
入
れ
、
よ

り
安
全
・
安
心
な
教
育
の
充
実
と
な

る
よ
う
提
言
い
た
し
ま
す
。

　　
危
険
予
知
訓
練
に
つ
き
ま
し
て

は
、各
校
に
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
来
年
４
月
よ
り
、今
ま
で
と
違
っ

た
環
境
で
の
学
校
生
活
が
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

早
々
の
防
災
避
難
訓
練
を
行
う
こ
と

を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　　
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施

い
た
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
助
成
に
つ
い
て 

他

質答質答

質質質 答答 答

花 野 仁 志
（ 有 志 会 ）

　　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
方
針
に

つ
い
て
。

　
県
下
統
一
の
工
程
は
、
県
作
成
の

第
２
期
運
営
方
針
に
て
令
和
９
年
度

か
ら
の
実
施
予
定
が
、
第
３
期
で
は

令
和
12
年
度
か
ら
に
変
更
し
ま
し
た

が
、
内
容
を
伺
い
た
い
。

　　
①
県
内
に
お
い
て
は
令
和
12
年

度
か
ら
の
完
全
統
一
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

②
同
じ
所
得
水
準
・
同
じ
世
帯
構
成

で
あ
れ
ば
、
同
じ
負
担
に
な
る
よ

う
保
険
税
水
準
の
統
一
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

③
国
保
基
金
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
の
か
は
、
資
産
割
の
廃
止
が
決

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
令
和
６
年

度
以
降
の
課
税
に
反
映
さ
せ
る
べ

く
検
討
し
て
い
ま
す
。
被
保
険
者

全
体
の
利
益
に
な
る
よ
う
活
用
し

て
い
き
た
い
。

　　
給
食
費
無
償
化
を
求
め
る
署
名

が
、
千
筆
以
上
集
ま
り
ま
し
た
。
導

入
を
考
え
て
下
さ
い
。

　　
要
望
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
ま
す
が
、
食
育
の
観
点
か
ら
も
、

引
き
続
き
保
護
者
負
担
を
お
願
い
し

た
い
。

　　
高
齢
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ

い
て
、
聴
力
ア
ン
ケ
ー
ト
の
特
徴
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。

　　
厚
労
省
に
示
さ
れ
た
項
目
に
加

え
「
聞
こ
え
に
つ
い
て
」
も
調
査
、

「
聞
こ
え
に
関
し
て
困
っ
て
い
る
」

が
３
２
４
件
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
補
聴
器
や
集
音
器
の
使
用
を
検
討
」

が
47
件
あ
り
、
使
用
し
て
い
な
い
理

由
と
し
て
「
機
器
が
高
額
だ
か
ら
」

が
、
17
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

解
消
に
向
け
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

　　
橋
梁
点
検
、
道
路
整
備
点
検
は
、

市
民
目
線
で
。

　　
有
田
東
大
橋
は
、
塗
装
劣
化
が

進
み
、
は
が
れ
や
さ
び
が
発
生
し
、

景
観
が
悪
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
修

繕
費
に
は
、
多
額
の
費
用
が
必
要
と

な
る
た
め
、
計
画
的
な
財
源
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　　
国
道
４
８
０
号
・
宮
原
跨
線
橋

交
差
点
の
安
全
対
策
の
取
り
組
み
は
。

　　
有
田
湯
浅
警
察
署
、
県
振
興
局

管
理
保
全
課
、
市
建
設
課
の
３
者
で

現
場
立
ち
合
い
を
実
施
。
各
担
当
部

署
で
協
議
、
安
全
対
策
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

国
保
運
営
に
つ
い
て 

他
小 西 敬 民
（日本共産党）

質答質

質 質答 答答質答



8政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています 市議会だより

１
．
高
山
川
の
増
設
ポ
ン
プ
に
つ
い

て
　　
６
月
２
日
の
線
状
降
水
帯
に
よ

る
豪
雨
に
よ
り
、
高
山
川
沿
線
（
山

地
・
野
地
区
）
に
床
上
・
床
下
浸
水

が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
今
回
、
県

に
お
い
て
、
高
山
川
ポ
ン
プ
に
1
基

増
設
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
工

事
の
着
工
予
定
と
完
成
予
定
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

　　
現
在
、
ポ
ン
プ
増
設
工
事
の
入

札
準
備
中
で
す
。
ま
た
、
製
作
は
受

注
生
産
の
た
め
、
一
定
期
間
の
製
作

日
数
が
必
要
と
の
こ
と
、
市
と
し

て
、
出
水
期
ま
で
の
工
事
完
成
を
目

指
す
よ
う
県
に
要
望
し
ま
す
。

２
．
高
山
川
沿
い
の
歩
道
フ
ェ
ン
ス

に
つ
い
て

　　
歩
道
フ
ェ
ン
ス
は
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
錆
び
て
し
ま
い
、
部
材
が
な
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
大
変
危

険
で
全
体
的
に
も
老
朽
化
が
激
し
く

全
修
繕
も
合
わ
せ
て
、
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　　
歩
道
フ
ェ
ン
ス
は
、
県
道
有
田

湯
浅
線
で
あ
り
、
現
場
を
確
認
し
、

県
振
興
局
建
設
部
に
依
頼
し
て
い
ま

す
。
全
般
的
な
修
繕
に
つ
き
ま
し
て

は
、
年
度
内
も
し
く
は
新
年
度
に
お

い
て
継
続
的
な
修
繕
対
策
を
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

３
．
有
和
中
学
校
防
災
教
育
に
つ
い

て
　　
⑴
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
防
火
ベ
ン
チ

の
設
置
に
つ
い
て
。

⑵
年
に
１
回
程
度
、
生
徒
へ
防
災
教

育
に
つ
い
て
。

　　
⑴
有
和
中
学
校
に
は
、
未
設
置

な
の
で
、
既
製
品
の
購
入
や
生
徒
に

よ
る
作
製
等
考
え
て
い
ま
す
。

⑵
毎
年
11
月
に
合
同
避
難
訓
練
を
各

学
校
で
実
施
し
て
お
り
、
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
・
土
嚢
作
り
体
験
・
起
震

車
体
験
・
炊
き
出
し
体
験
等
、
各
校

で
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
を
随
時

行
っ
て
お
り
、
今
後
も
有
和
中
学
校

の
実
態
に
合
わ
せ
、取
り
組
み
ま
す
。

高
山
川
の
増
設
ポ
ン
プ

に
つ
い
て 

他

質質

質 答答

不
登
校
の
保
護
者
支
援
と
し
て
保
護

者
会
の
設
置
に
つ
い
て

　　
不
登
校
の
子
ど
も
の
保
護
者
が

自
由
に
参
加
で
き
、
保
護
者
同
士
の

話
合
い
の
場
と
も
な
る
保
護
者
の
会

の
設
置
取
組
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

　　
教
育
委
員
会
が
主
導
し
て
設
置

す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
N
P
O
法
人
等
が
主

催
す
る
会
が
有
田
地
方
に
お
い
て
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
中
心
と
し
た
相
談
体
制
の
充

実
を
図
り
、
児
童
生
徒
や
そ
の
保
護

者
に
対
し
て
、
教
育
相
談
の
場
の
提

供
や
支
援
機
関
の
紹
介
等
を
随
時
行

う
こ
と
で
、引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

不
登
校
の
生
徒
の
高
校
進
学
を
支
援

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　　
不
登
校
の
生
徒
の
高
校
進
学
を

支
援
す
る
た
め
、
有
田
市
に
お
い
て

も
自
宅
や
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

学
び
を
確
実
に
学
校
で
の
成
績
に
反

映
で
き
て
い
る
か
。

　　
県
内
の
県
立
高
校
へ
の
進
学
に

あ
た
り
、
不
登
校
が
合
否
の
不
利
に

な
ら
な
い
よ
う
中
学
校
長
よ
り
受
験

校
校
長
へ
副
申
書
を
提
出
し
、
具
体

的
な
状
況
を
説
明
す
る
機
会
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
学
び
の
評
価
を
適
切

に
評
価
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

「
起
立
性
調
節
障
害
」
に
つ
い
て

　　
中
学
生
で
は
「
起
立
性
調
節
障

害
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
ど
も

は
約
１
割
に
も
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
理
解
と
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

　　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
情
報
提
供
を
随

時
行
い
、
担
任
や
特
定
の
も
の
だ
け

で
関
わ
る
こ
と
な
く
、
チ
ー
ム
学
校

と
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

質答質答

答

岡 田 行 弘
（ 公 明 党 ）

川 島 　 強
（ 無 所 属 ）

質答



9 市議会だより 選挙終了後禁止される挨拶行為は、戸別訪問したり、当選祝賀会その他の集会、パレードを開催すること。

通
学
路
の
整
備
状
況

　　
国
道
４
８
０
号
・
県
道
・
市
道

の
工
事
箇
所
の
供
用
予
定
と
国
道
42

号
の
歩
道
が
な
い
箇
所
や
狭
隘
区
間

な
箇
所
の
今
後
の
改
修
予
定
に
つ
い

て
説
明
願
い
ま
す
。

　　
国
道
４
８
０
号
で
は
、
保
田
橋

北
詰
付
近
及
び
下
中
島
か
ら
新
堂
に

か
け
て
の
歩
道
整
備
は
今
年
度
中
に

完
成
予
定
で
す
。
国
道
42
号
で
は
、

保
田
橋
南
詰
及
び
糸
我
地
区
の
歩
道

狭
隘
箇
所
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ナ
フ

コ
前
の
歩
道
新
設
に
つ
い
て
、
国
、

県
へ
要
望
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
通

学
路
合
同
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
、

国
や
県
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

危
険
箇
所
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
対
策

　　
通
学
路
の
グ
リ
ー
ベ
ル
ト
設
置
、

防
犯
灯
設
置
等
の
工
事
箇
所
と
供
用

予
定
に
つ
い
て
説
明
願
い
ま
す
。

　　
今
年
度
は
、
市
道
21
号
線
で
、
下

中
島
の
西
向
橋
か
ら
国
道
４
８
０
号

と
合
流
す
る
ま
で
の
箇
所
の
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
設
置
と
、
国
道
42
号
と
国

道
４
８
０
号
で
、
歩
道
を
照
ら
す
照

明
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
飛
び

出
し
へ
の
注
意
喚
起
が
必
要
な
箇
所

に
は
、
看
板
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

各
地
区
の
通
学
方
法

　　
通
学
方
法
に
つ
い
て
各
地
区
の

状
況
を
説
明
願
い
ま
す
。

　　
通
学
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
中

学
校
区
ご
と
に
開
校
に
向
け
た
説
明

会
を
開
催
し
、
現
小
６
・
中
１
〜
２

の
保
護
者
を
対
象
に
周
知
を
行
っ
て

お
り
、
有
和
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

開
校
後
の
整
備
・
点
検

　　
開
校
後
の
通
学
路
の
点
検
や
安

全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
願
い
ま

す
。

　　
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
箇
所
に
は
、

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
登
校
時
間
の
様
子
を
確
認
し
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

有
和
中
学
校
開
校
準
備

に
つ
い
て

　　
国
道
42
号
有
田
海
南
道
路
の
完

成
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
は
有
田
川
の
景

観
保
全
で
す
。

　
皆
さ
ん
お
気
付
き
の
と
こ
ろ
で
す

が
、
有
田
川
両
岸
の
国
道
の
堤
防
沿

い
に
長
ら
く
放
置
さ
れ
た
雑
木
が
生

い
茂
り
、
有
田
川
の
景
観
が
著
し
く

阻
害
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
堤
体
に

も
悪
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

し
、
ひ
い
て
は
有
田
市
の
イ
メ
ー
ジ

ダ
ウ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
出
来

る
だ
け
早
く
是
正
措
置
を
講
じ
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
市
当
局
の
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　　
有
田
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎

年
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
和
歌
山
県

に
お
い
て
、
流
れ
を
阻
害
し
て
い
る

個
所
や
治
水
上
問
題
の
あ
る
個
所
に

つ
い
て
、
継
続
的
に
浚
渫
・
伐
採
を

実
施
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
今
年
度
、
有
田
川
の
浚
渫
・
伐
採

に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
田
橋
上
流
部

と
有
田
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
上
流
部
で
、

1
，2
0
0
㎥
の
浚
渫
と
4
，0
0
0

㎡
の
伐
採
、
宮
原
橋
上
流
部
で
は
、

1
，5
0
0
㎥
の
浚
渫
と
1
，5
0
0

㎡
の
伐
採
、
有
田
東
大
橋
上
流
部
で

は
、
1
，2
0
0
㎥
の
浚
渫
、
約
4
，

0
0
0
㎡
の
伐
採
、
ま
た
、
環
境
セ

ン
タ
ー
付
近
に
お
き
ま
し
て
も
、

2
，4
0
0
㎥
の
浚
渫
と
8
，0
0
0

㎡
の
伐
採
を
実
施
予
定
で
す
。

　
国
道
堤
防
沿
い
の
雑
木
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
河
川
区
域
内
の
堤
防
法

面
か
ら
生
い
茂
っ
て
お
り
、
手
つ
か

ず
で
あ
り
、
景
観
上
悪
い
状
態
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
に
対
し
て
、

有
田
川
の
整
備
に
係
る
予
算
増
額
と

共
に
、
継
続
的
な
浚
渫
・
伐
採
を
お

願
い
し
つ
つ
、
ま
た
堤
防
強
化
に
係

る
予
算
増
額
も
併
せ
て
、
強
く
要
望

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
　
　
有
田
川
は
、
私
達
、
市
民

の
誇
り
で
あ
り
、
顔
と
も
い
え
る
と

こ
ろ
で
大
き
な
財
産
で
す
。
一
日
も

早
く
景
観
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

質答 国
道
42
号
有
田
海
南
道

路
に
つ
い
て

成 川 　 満
（ 政 有 会 ）

ま
と
め

中西 登志明
（ 政 有 会 ）

質質 答

質答質答 答
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教
師
の
内
面
的
な
資
質
向
上
と
共
感

能
力
向
上
に
つ
い
て

　　
生
徒
の
自
尊
感
情
や
他
者
認
識

を
伸
ば
す
目
的
が
あ
り
、
教
師
に
対

し
て
も
有
用
な
Ｓ
Ｅ
Ｌ
（
セ
ル
）
教

育
は
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　　
導
入
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
授
業

に
お
い
て
、
児
童
・
生
徒
に
、
道
徳

の
授
業
や
学
級
活
動
を
通
じ
て
、
同

様
の
力
を
育
み
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
理
解
を
深
め
る
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。

　　
　
Ｓ
Ｅ
Ｌ
教
育
と
は
、
す
べ
て

の
子
供
た
ち
と
大
人
が
、
自
分
と
他

者
の
感
情
を
よ
く
理
解
し
、
社
会
性

や
感
情
力
を
育
て
て
「
協
調
性
や
計

画
性
」「
対
人
関
係
ス
キ
ル
」
を
習

得
す
る
教
育
で
あ
り
、「
非
認
知
能

力
」
を
向
上
さ
せ
、
ま
た
、
幼
児
に

つ
い
て
も
「
感
情
教
育
」
の
観
点
で
、

幼
児
期
か
ら
の
取
組
み
が
重
要
と
さ

れ
、
成
長
期
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
、
道
徳
教
育
と
は
似
て
非
な
る
教

育
メ
ソ
ッ
ド
で
す
。
更
に
、
教
師
に

対
し
て
も
、
教
員
間
で
心
理
的
安
心

安
全
性
と
自
身
の
感
情
や
思
考
に
気

づ
き
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
教

師
一
人
ひ
と
り
自
身
の
可
能
性
を
発

揮
す
る
こ
と
を
目
指
せ
る
学
習
法
で

も
あ
り
、導
入
を
強
く
提
言
し
ま
す
。

中
学
統
合
後
に
備
品
で
あ
る
空
き
ピ

ア
ノ
を

　　
箕
島
駅
へ
寄
付
を
し
て
は
？

　　
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
４
台
の
う
ち

１
台
は
、
有
和
中
学
校
へ
配
備
す
る

予
定
で
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
１

台
は
、
状
態
が
悪
く
、
今
後
処
分
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
箕
島
駅
の
利
用

に
関
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
許
可

が
前
提
で
あ
り
、
改
札
付
近
の
待
合

ス
ペ
ー
ス
に
小
さ
い
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
は
設
置
可
能
で
す
が
、
駅
利
用
者

の
待
合
等
の
機
能
が
担
保
で
き
な
い

こ
と
や
、
他
の
駅
利
用
者
、
近
隣
へ

の
騒
音
、
夜
間
の
施
錠
等
を
考
慮
し

て
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

人
権
教
育
に
つ
い
て 

他

質

質答

答提
言

一ノ瀬 敦子
（ 有 志 会 ）

１
．
令
和
５
年
６
月
２
日
の
水
害
被

害
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

　　
高
山
川
の
浸
水
被
害
の
対
策
は
？

　　
ポ
ン
プ
一
基
を
増
設
し
、
５
基

の
ポ
ン
プ
で
対
応
す
る
。

　　
背
戸
川
の
浸
水
被
害
の
対
策
は
？

　　
重
要
施
設
で
あ
る
樋
門
の
更
新

工
事
を
実
施
中
。ま
た
、上
流
部
で
有

田
川
へ
排
水
す
る
対
策
を
調
査
中
。

２
．
現
在
計
画
・
進
行
中
の
大
規
模

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　　
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、
令

和
６
年
３
月
23
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
予
定
。

・
保
田
保
育
所
は
、
令
和
６
年
３
月

末
完
成
予
定
。

・
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、消
化
タ
ン
ク
解

体
完
了
。橋
梁
新
設
工
事
は
、令
和

６
年
３
月
末
完
成
予
定
。
全
て
の

工
事
完
了
は
、令
和
10
年
度
予
定
。

・
新
市
立
病
院
は
、
実
施
設
計
中
。

　
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
工
事
費

計
上
。
令
和
８
年
度
完
成
予
定
。

・
宮
原
小
学
校
跡
地
は
、
認
定
こ
ど

も
園
、
公
民
館
機
能
を
有
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
、
設
計

施
工
一
括
発
注
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
執
行
に
向
け
、
事
業
者
の

参
加
受
付
中
。
令
和
６
年
か
ら
８

年
に
か
け
て
整
備
予
定
。

３
．
次
期
市
長
選
挙
に
つ
い
て
、
望

月
市
長
の
出
馬
の
意
向
を
問
う

　　
財
務
体
質
の
強
化
や
基
幹
産
業

の
発
展
な
ど
多
く
の
成
果
を
上
げ

た
。
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
の
機
能
停
止
に
対

し
９
月
「
未
来
環
境
供
給
基
地
」
中

間
と
り
ま
と
め
案
を
決
定
。
跡
地
活

用
に
有
田
市
の
未
来
を
描
い
て
く
れ

た
。
望
月
市
長
に
引
き
続
き
市
長
職

を
担
っ
て
ほ
し
い
。

　　
来
年
４
月
に
は
、
有
和
中
学
校

の
開
校
と
民
間
の
産
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
開
院
。
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
が
次
世
代
航

空
燃
料
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
製
造
拠
点
を
発
表

し
、
有
田
市
の
未
来
に
光
を
感
じ
て

い
る
。
大
規
模
事
業
も
道
筋
が
つ
い

た
。
政
治
姿
勢
と
し
て
多
選
は
好
ま

し
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
期
限

り
で
市
長
職
を
退
任
し
た
い
。
残
り

の
９
ヶ
月
も
市
長
職
を
全
力
で
全
う

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

質質答 答 答

答

堀 川 　 明
（友和クラブ）

令
和
５
年
６
月
２
日
　水
害

被
害
に
対
す
る
処
理（
対
応
）

状
況
に
つ
い
て 

他

質
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11
月
７
日
、
気
持
ち
の
良
い
秋
晴

れ
の
下
、
箕
島
小
学
校
、
箕
島
中
学

校
、文
成
中
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。

・
前
回
の
視
察
か
ら
授
業
の
様
子
が

一
変
し
て
お
り
、
驚
き
を
隠
せ
ま
せ

ん
で
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

教
育
、
学
年
を
ま
た
ぐ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

が
導
入
さ
れ
、
子
供
た
ち
の
学
習
の

つ
ま
づ
き
を
補
正
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

子
供
た
ち
は
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
使
い

分
け
も
で
き
て
い
ま
す
。
学
習
の
記

録
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
足
跡
と
し
て
残

せ
る
た
め
、
振
り
返
り
学
習
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
我
々
の
世

代
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
小
学

校
高
学
年
の
児
童
た
ち
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
自
由
に
使
い
こ

な
し
て
お
り
、
中
学
生
と
も

な
る
と
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

絵
を
描
い
た
り
、
漫
画
制
作

も
で
き
る
生
徒
も
い
る
そ
う

で
す
。

・
教
育
環
境
の
変
化
に
伴

い
、
先
生
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

が
最
重
要
課
題
で
、
授
業
で

の
活
用
法
を
日
々
考
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。

・
来
年
度
、
宮
原
小
学
校
に
転
用
予

定
の
文
成
中
学
校
に
つ
い
て
、
校
舎

は
小
学
生
用
に
改
修
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
や
は
り
プ
ー
ル
の
件
が
一

番
気
が
か
り
で
す
。

・
給
食
に
つ
い
て
は
、
物
価
の
上
昇

の
中
で
工
夫
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す

が
、
栄
養
士
の
意
見
と
し
て
は
、
も

う
一
品
足
り
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

・
全
体
を
通
し
て
積
極
的
な
交
流
が
で

き
す
ご
く
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
11
月
９
日
に
総
務
建
設
委
員
会

で
、「
国
道
４
８
０
号
道
路
改
良
事

業
・
有
田
川
河
川
整
備
事
業
」（
山

田
原
）、「
有
田
み
か
ん
海
道
　
公
衆

便
所
」（
宮
崎
町
）
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　「
国
道
４
８
０
号
道
路
改
良
事
業
・

有
田
川
河
川
整
備
事
業
」
に
つ
い
て

は
、
県
に
よ
り
保
田
橋
北
詰
付
近
か

ら
下
中
島
橋
付
近
ま
で
の
延
長
約
４

９
０
メ
ー
ト
ル
の
間
で
護
岸
工
事
と

道
路
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
今
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
護

岸
整
備
に
よ
り
水
害
対
策
が
図
ら

れ
、
歩
道
が
拡
幅
さ
れ
る
こ
と
で
、

市
民
の
安
全
性
に
寄
与
す
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
次
に
、「
有
田
み
か
ん
海
道
　
公

衆
便
所
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月

に
多
目
的
ト
イ
レ
１
基
、
女
子
ト
イ

レ
１
基
が
設
置
さ
れ
、
紀
伊
水
道
や

湯
浅
湾
を
眺
め
る
観
光
客
や
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を
さ
れ
て
い
る
方

の
利
便
性
向
上
に
繋
が
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
今
後
は
、
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
や
パ
ト
ラ
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☆議会基本条例とは？
　議会活動の理念、原則、制度などの基本的な事項を定めている条例のことをいいます。地方分権、地方
自治の時代にあって議会の役割はますます重要になっています。これに対応するため有田市議会でも議会
基本条例の制定を目指し、議会改革第一分科会で検討を重ねてきました。この条例を生かし、議会の市政
へのチェック機能をより一層強化し、市民の皆さんと共に考え、提案する議会をつくり上げていきます。
※有田市議会基本条例は、令和５年12月21日の本会議において、議員発議で提案し全会一致で可決され
ました。

発行／有田市議会
編集／議会だより広報編集委員会
　　　〒649-0392　和歌山県有田市箕島50
　　　TEL  0737-83-2443
　　　FAX  0737-83-5524
〈ご意見、ご質問については下記メールアドレス宛〉
　　　E-mail  gikai@city.arida.lg.jp

皆様の議会傍聴をお待ちしております! 

次回の定例会は
2月下旬に開会予定です。

詳しくは、議会事務局へお問い合わせ
ください。（☎83-2443）

議会だより広報編集委員会　委員長：岡田行弘　　副委員長：武田豊治
　　　　　　　　　　　　　委　員：堀川　明　・　小西敬民　・　中西登志明　・　花野仁志

有田市議会基本条例を制定しました！有田市議会基本条例を制定しました！

　有田市民（以下「市民」という。）の直接選挙によって選ばれた議員によって構成される有田市議会（以
下「議会」という。）は、同じく市民の直接選挙によって選ばれた市民の代表者である市長と、緊張のあ
る関係を保ちながら、立場及び権能の違いを踏まえて、二元代表制のもと、市政に対する市民の負託に応
える責務を有している。
　議会は、合議制の機関の特性を最大限に生かすために、開かれた議会づくりを推進し、多くの市民と意
見の交換をし、議員同士の議論を活発に行い、論点や課題を明らかにして、市政及び議会活動に反映させ
ていかなければならない。
　また、これまで積み重ねてきた議会改革を確かなものとし、議会及び議員の使命、役割、責務を自覚し
ながら、将来にわたり市民福祉の向上と市勢の発展に寄与することを決意し、ここに議会及び議員の活動
の規範としてこの条例を制定する。

前　文
第１章　総則（第１条・第２条） 
第２章　議会及び議員の活動原則（第３条－第６条）
第３章　議会と市民との関係（第７条－第11条）
第４章　議会と市長等との関係（第12条－第14条）
第５章　議会の機能強化（第15条－第17条）
第６章　議員の政治倫理（第18条） 
第７章　災害時の対応（第19条）
第８章　補則（第20条）
付　則

条　例　の　構　成

有田市議会基本条例・前文

発議：第一分科会　岡田委員長


